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田口ランディの「クリスマスの仕事」は 2005 年度の『中学校 国語２』（学校図書）の新教材
として選定されて以来、学校図書の『中学校 国語２』に採録されている作品である１ 。『中学校
国語２』に採録された田口ランディの「クリスマスの仕事」の初出は幻冬舎の「Web マガジン幻冬
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Ａが ＋ Ｘに出会って Ｙのとき ＋ Ｂする＋
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